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編集発行

矢賀学区連合町内会

矢賀学区社会福祉協脳会

矢
賀
学
区
献
血
推
進
協
力
会

副
会
長
山
田
正

矢
賀
学
区
献
血
推
進
協
力
会
で
は
、
『
献
血
』

を
平
成
二
七
年
度
か
ら
「
ふ
れ
愛
・
イ
ン
・
や
が
」

と
併
催
と
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る
中
で
も

感
染
予
防
対
策
に
万
全
を
期
し
て
進
め
八
回
目

を
重
ね
ま
し
た
。

今
年
は
、
矢
賀
小
学
校
創
立
一
五
0
年
の
式

典
「
ふ
れ
愛
・
イ
ン
・
や
が
二
0
二
ニ
」
も
コ
ロ
ナ

禍
で
ス
テ
ー
ジ
発
表
の
み
と
な
り
、
献
血
会
場
は
、

主
会
場
と
離
れ
た
運
動
場
の
一
角
と
な
り
、
参

加
者
の
減
少
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

れ
で
も
、
町
内
外
の
人
々
、
矢
賀
に
ゆ
か
り
の
あ

る
人
々
、
矢
賀
小
学
校
、
ふ
れ
あ
い
推
進
委
員

会
の
皆
様
の
協
力
を
得
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
に
よ
り
献
血
協
力
者
数
が
減
少
し
、

輸
血
用
血
液
が
不
足
し
て
い
る
中
、
何
と
か
例

年
並
み
の
献
血
者
数
の
確
保
が
で
き
ま
し
た
。
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男
崎
神
社
総
代
会

来
場
者
七
三
人

献
血
者
数
六
五
人

ご
理
解
・
ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す
。

十
一
月
十
二
日
・
十
三
日
に
男
崎
神
社
拝
殿
で

七
五
三
詣
が
あ
り
、
数
え
で
男
子
は
三
歳
と
五

歳
、
女
子
は
三
歳
と
七
歳
の
子
ど
も
さ
ん
が
、
睛

れ
着
を
着
て
氏
神
様
に
無
事
に
成
長
し
た
こ
と
へ

の
感
謝
と
、
こ
れ
か
ら
の
幸
せ
を
お
祈
り
参
拝
さ

れ
ま
し
た
。

矢
賀
学
区
社
会
福
祉
協
議
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
係

矢
賀
中
央
集
会
所
四

(2り
3
)
8
l
R
a

【
受
付
】毎

週
火
睛
H
1
0
時
5
1
1
時
30
分

12

月

1

月

日
一
4
-
n

月
一
5
-
1
2

七

士
＿
10
-
17

（注）o: 従来どおり派遣申込受付

／：バンクと作郷ま休みます儒l拙ナ）

矢
賀
学
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
バ
ン
ク
は
、
年
末
年
始
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を

次
の
よ
う
に
し
ま
す
。

※
年
末
・
年
始
カ
レ
ン
ダ
ー
※

『
誓
セ
喜

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

男
崎
神
社

七
五
三
詣

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク

年
末
・
年
始
の
カ
レ
ン
ダ
ー



矢賀 学 区 だ よ り 令和 4年⑳2年 12月1日(2)

十
一
月
十
九
日
由
に
、
ご
来
賓
の
皆

様
、
保
護
者
の
皆
様
に
ご
臨
席
い
た
だ

き
、
矢
賀
小
学
校
創
立
百
五
十
周
年

記
念
式
典
を
挙
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。本

校
創
立
は
、
明
治
五
年
四
月
十
九

日
、
広
島
市
の
小
学
校
の
中
で
も
、
最

も
早
い
時
期
に
創
設
さ
れ
た
由
緒
あ
る

学
校
で
す
。

式
典
で
は
、

P
T
A
会
長
か
ら
ご
挨

拶
を
、
私
か
ら
式
辞
を
申
し
あ
げ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
広
島
市
教
育
長
糸
山

隆
様
、
矢
賀
学
区
連
合
町
内
会
長
大

田
正
憲
様
よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。式

場
と
な
っ
た
体
育
館
で
参
加
し
た

六
年
生
も
、
リ
モ
ー
ト
配
信
に
よ
り
教

室
で
参
加
し
た
一

5
五
年
生
も
、
静
か

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

六
年
代
表
児
童
は
、
戦
時
中
の
矢
賀

小
学
校
が
救
護
所
の
役
割
を
果
た
し
て

創
立
百
五
十
周
年
記
念
式
典

ふ
れ
愛
・
イ
ン
・
や
が
ス
テ
ー
ジ
発
表

二
0
二

1

い
た
こ
と
に
触
れ
た
後
、
「
私
た
ち
は
、

百
五
十
年
の
間
に
先
輩
方
が
創
っ
て
こ

ら
れ
た
伝
統
を
守
り
、
受
け
継
い
で
い

き
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
地
域
の

方
々
に
愛
さ
れ
続
け
る
、
も
っ
と
も
っ
と

素
敵
な
学
校
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
矢
賀
小

学
校
に
し
て
い
き
ま
す
。
」
と
言
策
を
結

び
ま
し
た
。

今
回
の
式
典
を
通
し
て
、
創
立
百
五

十
周
年
を
迎
え
た
矢
賀
小
学
校
の
歴

史
の
重
み
を
感
じ
取
り
、
こ
れ
か
ら
も

「
や
さ
し
い
子
」
「
が
ん
ば
る
子
」
と
し
て
、

周
囲
の
人
と
手
を
携
え
、
未
来
を
拓
い

て
く
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

続
い
て
の
，
「
ふ
れ
愛
・
イ
ン
・
や
が
ス
テ

ー
ジ
発
表
二

0
二
ニ
」
で
は
、
「
ゆ
る
キ

ャ
ラ
」
発
表
や
「
や
が
和
太
鼓
ク
ラ
ブ
」

ス
テ
ー
ジ
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
「
ゆ
る

直
瓢

、3マー, . ,• .,-

一創立150周年記念式典の様子

ゆるキャラ「やがマル」と缶バッジ

キ
ャ
ラ
」
発
表
で
は
、
全
校
児
童
に
よ
る

投
票
の
結
果
、
六
年
生
児
童
の
描
い
た

「
や
が
マ
ル
」
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
、

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
創
立
百

五
十
周
年
を
祝
う
や
が
和
太
鼓
ク
ラ

ブ
の
発
表
に
よ
っ
て
、
ス
テ
ー
ジ
が
よ
り

華
や
か
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

創
立
百
五
十
年
と
い
う
節
目
に
際
し
、

こ
れ
ま
で
小
学
校
を
支
え
て
い
た
だ
い

た
皆
様
に
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま

す。

「ゆるキャラ」発表の様子

広
島
市
立
矢
賀
小
学
校

校
長
村
中
真
由
美

十
二
月
の
予
定

1
日
困
金
曜

H
日
課

2
日
画
全
体
研
修
会
（
二
年
二
組
）

5
日
囲
二
年
生
「
絵
本
の
森
」

な
わ
と
び
週
間
(
5
9
日）

6
H困
一
年
生
「
絵
本
の
森
」
．

ユ
ニ
セ
フ
募
金

7
日
困
五
校
時
授
業
（
二
年
二
組
）

8
日
困
研
究
会

（
短
縮
四
校
時
授
業
）

9
日
面
図
書
閉
室

10
日
出
文
化
の
祭
典
（
こ
と
ば
の
部
）

四
年
生
児
童
発
表

14
日
困
「
こ
こ
ろ
の
劇
場
」

、

動

画

視

聴

1
5
H困
教
育
相
談
（
希
望
者
）

四
年
生
「
お
は
な
し
会
」

19
日
囲
委
員
会

22
日
困
た
ん
ぽ
ぽ
学
級

ク
リ
ス
マ
ス
会

23
日
圏
学
校
朝
会

24
日
由
冬
季
休
業
開
始

(
5
1
月
9
日
閥
ま
で
）



(3)令和 4年⑳2'2~12月 1 日 矢 賀 学区 だ よ り

屡
あ
る
つ
な
が
り
に
感
謝
」

穏
や
か
な
晴
天
に
恵
ま
れ
た
秋
。
子
ど

も
た
ち
は
友
達
と
思
い
を
出
し
合
い
力
を

合
わ
せ
て
日
々
の
遊
び
を
創
り
楽
し
ん
で

き
ま
し
た
。

今
年
は
、
感
染
予
防
対
策
を
続
け
な
が

ら
も
行
事
や
未
就
園
児
広
場
を
予
定
通

り
行
う
こ
と
が
で
き
、
園
生
活
を
安
心
し

て
続
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
の
思
い

を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

十
一
月
七
日
⑪
に
は
、
教
育
委
員
会
教

育
企
画
課
、
こ
ど
も
未
来
局
の
支
援
を
受

け
、
幼
保
連
携
の
拠
点
園
と
し
て
進
め
て

い
る
研
究
保
育
の
公
開
を
行
い
ま
し
た
。

「
幼
児
の
主
体
的
な
活
動
を
支
え
る
援
助

や
環
境
の
あ
り
方
」
を
テ
ー
マ
に
保
育
を

公
開
し
、
そ
の
後
の
協
識
で
幼
稚
園
、
保
育

園
、
小
学
校
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の
貴

重
な
意
見
交
流
が
で
き
ま
し
た
。
矢
賀
小

学
校
か
ら
校
長
先
生
、
教
頭
先
生
に
も
参

観
い
た
だ
き
、
幼
小
連
携
の
あ
り
が
た
さ

を
実
感
し
ま
し
た
。
公
開
実
践
で
の
成
果

を
今
後
の
教
育
に
い
か
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

十
一
月
十
・
九
日
①
、
矢
賀
小
学
校
創

立
一
五

0
周
年
記
念
式
典
と
と
も
に
開

催
さ
れ
た
「
ふ
れ
愛
・
イ
ン
・
や
が
二

0
ニ

二
」
ス
テ
ー
ジ
発
表
を
園
児
も
参
観
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
矢
賀
小
学
校
一
五

0
歳
の
お
誕
生

8
」
と
子
ど
も
た
ち
に
伝

え
る
と
「
お
祝
い
の
お
手
紙
を
届
け
た
い
」

と
、
そ
の
気
持
ち
を
絵
に
描
い
て
届
け
ま

し
た
。
ス
テ
ー
ジ
発
表
の
参
蜆
は
、
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
、
矢
賀
小
学
校
の
皆
さ
ん

や
ご
来
賓
の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
な
ど
、

様
々
な
人
と
の
大
き
な
つ
な
が
り
を
そ
の

場
で
感
じ
る
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

と
く
に
五
歳
児
は
小
学
校
へ
の
憧
れ
が
一

層
膨
ら
む
体
験
と
な
り
、

教
職
員
は
地
域

と
と
も
に
歩
ま
れ
て
い
る
歴
史
あ
る
矢
賀

小
学
校
と
の
連
携
に
感
謝
の
思
い
を
感

じ
る
一
日
ど
な
り
ま
し
た
。

十
一
月
二
十
二
日
⑩
に
は
、
矢
賀
小
学

校
で
の
「
防
犯
教
室
」
に
参
加
し
、
子
ど
も

た
ち
が
自
分
を
守
る
意
識
を
高
め
る
貴 祝

重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
幼
稚
園
が
地

ぉ
域
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
て
い
る
あ
り
が
た

印
・
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
こ
の
一
年
の
ご
厚

周o
情
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

5
 

ー
子
ど
も
た
ち
の
健
康
、
安
全
を
第
一
に
、

立創
園
生
活
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
地
域

の
皆
様
、
保
殿
者
の
皆
様
に
は
、
引
き
続

き
子
ど
も
た
ち
の
育
ち
を
温
か
く
見
守
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

十
二
月
の
予
定

4
日
⑭
生
活
発
表
会

5
日
⑪
代
休

7
日
⑱
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

15
日
巾
な
か
よ
し
広
場

ピ
ア
J
コ
ン
サ
ー
ト

1
6
8
⑥
も
ち
つ
き
会

う
さ
ぎ
ル
ー
ム

1
9
8
⑲
お
楽
し
み
会

2
3
8
⑥
二
学
期
終
業
式

2
8
H
⑱
冬
季
一
斉
閉
庁
8

＊
予
定
は
感
染
拡
大
状
況
等
に
よ
り

変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

＊
令
和
五
年
度
園
児
募
集
受
付
中

広
島
市
立
矢
賀
幼
稚
園

園
長
木
村
み
ゆ
き

十
一
月
十
九
日
山
矢
賀
小
学
校
創

立
一
五
0
周
年
記
念
式
典
へ
出
席
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

式
典
に
は
、

6
年
生
が
代
表
と
し
て
出

席
し
て
い
ま
し
た
が
、
大
変
姿
勢
が
よ
く

話
を
聞
く
態
度
等
も
素
晴
ら
し
く
感
動

い
た
し
ま
し
た
。
落
ち
着
い
て
源
と
し
た

様
子
で
式
典
に
臨
む
姿
、
来
賓
の
方
の
お

話
を
真
剣
に
聞
く
眼
差
し
は
、
立
派
で
大

人
顔
負
け
で
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
可
愛
い
ゆ
る
キ
ャ
ラ
、

「
自
分
ら
し
く
輝
き
未
来
を
招
く
や
が
マ

ル
」
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

和
太
鼓
の
発
表
は
子
ど
も
た
ち
の
打
つ

太
鼓
の
鼓
動
が
体
に
響
き
、
子
ど
も
た
ち

の
動
き
や
バ
チ
さ
ば
き
に
目
が
離
せ
な
く

な
る
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。
何

よ
り
子
ど
も
た
ち
が
伸
び
伸
び
と
演
奏

し
て
い
て
太
鼓
が
好
き
な
ん
だ
な
と
い
う

こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
度
、
こ
の
よ
う
な
記
念
す
べ
き
式

典
に
お
招
き
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
5
年
度
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用

申
込
の
日
程
が
変
わ
っ
て
い
ま
す
。



矢賀学 区 だ よ り 令和 4年凶2年 12月1日(4)

例
年
ま
で
よ
り
早
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ー
ビ
ス
の
一
っ
に
、
「
生
活
介
殿
」
と
言
っ
て
、
さ
ら
に
基
本
週
5
H働
け
る
方
に
は
、
す
。

ご
利
用
を
お
考
え
の
ご
家
庭
は
、
お
気
を
高
齢
者
の
方
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
同
じ
よ

A
型
事
業
所
が
あ
り
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
ご
利
用
に
つ
い
て

つ
け
く
だ
さ
い
。
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
は
入
浴
し
て
事
業
所
を
探
し
、
企
業
の
よ
う
に
一
犀
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
ら
基
幹
相
談
セ
ン

感
染
防
止
対
策
の
た
め
、
完
全
予
約
制
や
食
事
、
排
せ
つ
の
介
助
や
創
作
活
動
、
用
契
約
を
結
び
、
最
低
賃
金
が
保
証
さ
れ
タ
ー
ヘ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

で
受
付
を
行
い
ま
す
。
児
童
館
に
お
電
話
生
産
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
て
い
ま
す
。
お
弁
当
や
洋
菓
子
な
ど
の
食

で
予
約
さ
れ
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
に
よ
っ
て
特
色
が
品
の
製
造
、
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ホ
広
島
市
東
区
障
害
者

●
一
次
受
付

12
月
9
日
⑥
か
ら
12
月
あ
り
、
ウ
エ
ス
の
製
造
や
下
請
け
の
作
業
の
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
、
木
工
や
布
製
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
・

20
日
囮
ま
で
（
第
二
土
曜
日
は
除
く
）
他
に
、
ケ
ー
キ
や
ク
ッ
キ
ー
な
ど
の
お
菓
口
附
函
蔀
r
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
作
業
な
ど
主
任
相
談
支
援
専
門
員
天
崎
靖

対
象
新
一
年
生
5
新
三
年
生
子
の
製
造
や
、
ふ
き
ん
の
維
製
な
ど
も
行
様
々
で
す
。
こ
の
よ
う
に

H
中
活
動
は
、

O

O
灯
合

94J)i

●
二
次
受
付

2
月
10
日
⑥
か
ら
2
月
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
カ
タ
ロ
グ
に
よ
る
販
介
股
を
中
心
に
し
た
も
の
か
ら
、
労
働
を
受
付
時
間

:
n
5金
曜
日

2
1日
ぬ
ま
で
（
第
二
土
曜
日
は
除
く
）
売
や
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
ヘ
の
出
店
で
、
地
域
中
心
に
し
た
も
の
ま
で
、
幅
広
い
メ
ニ
ュ
ー

8
~
3
0
5
1
7こ
2

対
象
新
一
年
生
5
新
六
年
生
の
皆
さ
ん
に
購
入
し
て
い
た
だ
き
、
利
用
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
で
の
取
り
組
み
（
祝
祭
日
、
年
末
年
始
な
ど
休
み
あ
り
）

者
の
皆
さ
ん
の
エ
賃
に
な
っ
て
い
ま
す
。
が
あ
り
ま
す
。

＊
児
童
館
の
利
用
に
つ
い
て
は
直
接
、
お
ま
た
重
度
の
医
療
的
な
ケ
ア
が
必
要
な
「
居
宅
介
戦
家
事
援
助
・
身
体
介
護
」
社
会
福
祉
協
議
会
へ

．．
 

r
 

電
語
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
障
害
の
あ
る
方
や
、
行
動
に
強
い
こ
だ
わ
で
は
、
介
護
保
険
と
同
じ
よ
う
に
ヘ
ル
パ
ー
温
か
い
ご
寄
付

霞
閲
2
(
2
§
り）

0
？
3

り
の
あ
る
障
害
の
方
の
介
護
や
活
動
を
中
さ
ん
に
家
に
来
て
も
ら
い
、
食
事
や
掃
除
‘
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

心
に
行
う
な
ど
、
事
業
所
に
よ
っ
て
取
り
洗
濯
な
ど
の
家
事
を
一
緒
に
行
う
こ
と
や
、

矢
賀
児
童
館
組
ん
で
い
る
内
容
が
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。
入
浴
や
排
泄
、
着
替
え
な
ど
の
支
援
を
受
去
る
八
月
二
十
二

H
、
矢
賀
二
丁
目
の

も
っ
と
作
業
が
で
き
る
け
ど
一
般
就
労
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
松
原
諭
様
が
ご
逝
去
に
な
り
ま
し
た
。

こ

ん

に

ち

は

は

難

し

い

方

に

は

、

「

就

労

継

続

支

援

A
型
」
「
施
設
入
所
支
援
」
で
は
、
施
設
に
入
っ
て
、
こ
の
度
、
喪
主
松
原
さ
わ
子
様
か
ら
生

保

健

師

で

す

と

「

就

労

継

続

支

援

B
型
」
の
2
つ
の
型
が
生
活
の
場
と
し
て
、
生
活
や
活
動
を
全
般
前
何
か
と
お
世
話
に
な
っ
た
お
礼
に
と
金

あ
り
ま
す
。
的
に
支
援
を
受
け
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
一
封
を
本
会
に
ご
寄
付
頂
き
ま
し
た
。

東
区
障
害
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ

B
型
事
業
所
で
は
、
利
用
者
の
様
子
に
「
共
同
生
活
援
助
」
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ー
（
以
下
、
基
幹
相
談
）
の
天
崎
で
す
。
合
わ
せ
た
作
業
設
定
を
行
い
、
清
掃
、
自
ム
の
事
で
す
が
、
童
度
の
方
を
対
象
に
、
日
ご
寄
付
頂
き
ま
し
た
ご
芳
志
は
、
町
内

今
回
は
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
動
車
部
品
の
組
み
立
て
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
中
も
ず
っ
と
ホ
ー
ム
に
い
て
も
よ
い
タ
イ
。
フ
の
住
民
福
祉
の
た
め
有
効
に
使
用
さ
せ
て

成
人
の
方
を
対
象
と
し
た
主
な
も
の
に
つ
作
り
、
ビ
ー
ズ
の
作
業
、
公
園
管
理
な
ど
か
ら
、
日
中
は
、
生
活
介
護
や
就
労
継
続
頂
き
ま
す
。

い
て
お
話
し
ま
す
。
様
々
で
す
。
パ
ン
作
り
や
カ
フ
ェ
を
行
っ
て
支
援
の
事
業
所
に
通
い
、
夕
方
か
ら
朝
に
矢
賀
学
区
社
会
福
祉
協
議
会

障
害
の
あ
る
方
が
8
中

に

利

用

す

る

サ

い

る

事

業

所

も

あ

り

ま

す

。

か

け

て

主

に

生

活

す

る

タ

イ

プ

が

あ

り

ま

会

長

山

本

和

登


